
心に残る文化財子ども塾 活動の概要と様子 
～ 松江市立城北小学校 ～ 

 
１． 概 要 

6月 24日（金）、松江市立城北小学校で『心に残る文化財子ども塾』を開催しました。小学校の近くにある古墳

やはにわについての学習や遺物見学をしたのち、体験活動としてはにわ作りをしました。この授業を通じて、児童た

ちは自分たちの身近に多くの遺跡や古墳があることを学んだことで、地域の歴史についてより関心を持つようになっ

たと思われます。また、はにわ作り体験では、それぞれ楽しんで取り組んでおり、当時の人々のくらしや物作りについ

ても想像をふくらませていたようです。 

 

２．学習の様子 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「塚山古墳では人物はにわも見つかっています」 

頭やうでをつくるのが意外とむずかしい… 

「城北小に近い塚山古墳は、よろいや刀剣などが 

供えられており、武人の墓と考えられます」 

「さて、このかたちの古墳、なんていうでしょうか？」 

「これらは学校の近くの古墳から出土したものです」 

粘土板をまるめて、はにわの円筒部を作りましょう 

だいぶかたちができてきた みんなのはにわ、大集合 



３．子ども塾を終えて 
 

１） 児童の皆さんから…      

   ・島根県にたくさんの遺跡があり、身近にあることにびっくりした。 

・古墳の仕組みやはにわ、副葬品についてわかった。 

・なぜかぎ穴のような形の古墳がつくられたのか、古墳についてもっと知りたい。 

・本物の土器をはじめてみられてよかった。 

・写真を見るとはにわを作るのは簡単そうだけど、実際にやってみると難しかった。 

・昔の人がとても上手にはにわを作っていたことがわかった。 

・はにわに使っている粘土を昔はどうやって手に入れたのだろうか。 

・遺跡や古墳を調査してみたい。 

 

２） 担任の先生から… 

・身近な遺跡を紹介してもらい、子どもたちも教員も大変勉強になった。 

・はにわ作りが本当に楽しかった。 

・前半・後半の時間配分は予定どおりに進んだが、はにわ作りに熱中して時間がかかったため、あと 10分長くとれ 

るとよかった。 

 

３） 埋文センターから… 

   遺跡や古墳は教科書にのっている分だけではなく、島根県や皆さんのまわりにもたくさんあること

を知ってもらえたと思います。また、体験活動を通じて、昔の人がどうやって、どんな思いで埴輪を

つくったのか、思いをめぐらせたのではないでしょうか。今日の授業を振り返り、地域の歴史や文化

について興味・関心を持ってくれるとうれしいです。 


